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１． 研究⽬的 

2001 年から厚⽣労働省により開始された⾼次脳
機能障害⽀援モデル事業では、調査対象者 424 例の
うち 20 歳以上の成⼈期脳損傷者が 71.5%を占めて
おり、⼩児⾼次脳機能障害についての詳細な検討が
⼗分になされていない。池⽥・⾼橋（2008）によ
れば、⾼次脳機能障害児は、学校⽣活において「周
りからの理解の乏しさ」と「障害特性からくるコミ
ュニケーションの難しさ」により孤⽴する傾向にあ
り、教師は障害特性を理解し、特別⽀援教育との関
係の中で対応を図っていく必要があることが⽰唆さ
れている。しかし、学校の教師が⾼次脳機能障害の
障害特性や⽀援⽅法をどれほど認知しているかにつ
いては明らかになっていない。障害特性が類似して
いる発達障害に関しては学校の教師を対象にした認
知度調査が多くなされているが（杉崎,2000、原・
⼩⽅,2007）、⾼次脳機能障害に関しては⼀度もな
されていない。そこで、本研究では⼩中学校の教師
を対象に、発達障害と⾼次脳機能障害についての認
知度調査を⾏い、発達障害と⽐べて⾼次脳機能障害
がどれほど認知されているかについて検討する。そ
して⾼次脳機能障害の認知度が低かった場合は、ポ
スター配布によって実際に普及活動を⾏っていく。
本研究は教師の⾼次脳機能障害の認知度を明らかに
することによって、普及活動の⾜掛かりになり、普
及活動が⾼次脳機能障害児の早期発⾒や⽣きづらさ
の軽減につなげることを⽬的とする。 
 
２．⾼次脳機能障害とは 

「⾼次脳機能障害」は、⼀般に、外傷性脳損傷、
脳⾎管障害等により脳に損傷を受け、その後遺症等
として⽣じた記憶障害、注意障害、社会的⾏動障害
などの認知障害等を指すものであり、具体的には、
「会話がうまくかみ合わない」、「段取りをつけて
物事を⾏うことができない」等の症状があげられる。
これらは、⽇常⽣活において⼤きな⽀障をもたらす
場合があるが、⼀⾒してその症状を認識することが
困難であることなどから、周囲に理解されにくい症
状である。 

⾼次脳機能障害のなかでも、特に⼩児の場合に
⾒られる障害の原因として、外傷性脳損傷が最も多
く、次いで脳⾎管障害、脳炎・脳症、低酸素脳症な
ど、原因は多彩である（廣瀬, 2022）。脳炎・脳症
においては他の疾患よりも低年齢で⾒られる場合が
多い。患者数は、栗原による調査(栗原，2010)の
結果を全国レベルで推計すると、後天性脳損傷によ
る⾼次脳機能障害の⼦どもは少なくとも約５万⼈い
るのではないかと推測されるが、正確な実態は明ら
かではない。 
 
３．⽅法 
 調査対象者：⼋王⼦市内の⼩中学校教員 2561 名
を予定。 
 実施⼿続き：本研究の⽬的と⼿続きを⼿紙で説
明したうえで同意を得られた学校と教員を対象に以
下の発達障害と、⾼次脳機能障害の認知度調査アン
ケートを⾏う。アンケートの配布と回収は 10 ⽉下
旬〜11 ⽉上旬を予定。なお、アンケートはどちら
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も同内容の紙媒体、電⼦媒体（Google Form）の⼆
媒体を利⽤する。 
①. 回答者の属性：1）学校の分類（⼩学校／中学

校）、2）性別（男性／⼥性／回答しない）、
3）年代（20代／30代／40代／50代／60代以
上／回答しない）4）教員経験年数（5 年間未満
／5 年間以上／10 年間以上／20 年間以上／30
年間以上／40 年間以上）、5）勤務経験（幼稚
園／⼩学校／中学校／⾼等学校／⼤学／特別⽀
援学校）、6）担任の有無（している／してい
ない）、7）発達障害児の⽀援経験（通常学級
／特別学級／特別⽀援学校／通級指導教室／特
定の学級等の枠組み以外で⽀援したことがある
／⽀援した経験はない） 

②. 発達障害についての質問項⽬：1）発達障害の
熟知度（よく知っている／知っている／少し知
っている／あまり知らない／ほとんど知らない
／全く知らない）2）発達障害の特徴について
の熟知度（「言葉の遅れ、オウム返し、会話

が成立しないなど、言葉やコミュニケーショ

ンの障害がある」など複数提示し、知ってい

る項目数を回答させる）3）発達障害児に対
する「手立て」の理解とその実践状況（実際

に実践している／特に配慮が必要な児童が周

りにいない／「手立て」を知っているが、実

践はしていない／どのような「手立て」が必

要か分からない）4）発達障害者の支援施設
についての理解状況（知っている／知らな

い）5）発達障害の成因（先天的／／後天的
／どちらもあり得る）。 

③. ⾼次脳機能障害についての質問項⽬：1）⾼次
脳機能障害の熟知度（よく知っている ／知って
いる／少し知っている／あまり知らない／ほと
んど知らない／全く知らない）、2）⾼次脳機
能障害の特徴についての熟知度（「物忘れがひ
どく、新しい出来事を覚えられない」「⾃分で
計画を⽴てて物事を実⾏することができない」
など複数提⽰し、知っている項⽬数を回答させ
る）、3）⾼次脳機能障害を⽀援する施設の理
解状況（知っている／知らない）、4）配慮が
必要な⾼次脳機能障害児に対する「⼿⽴て」の
理解とその実践状況（実際に実践している／特
に配慮が必要な児童が周りにいない／「⼿⽴
て」を知っているが、実践はしていない／どの
ような「⼿⽴て」が必要か分からない）、5）
⾼次脳機能障害の成因（先天的／後天的／どち
らもありうる）、6）⾼次脳機能障害の原因の
理解度（「⾃転⾞乗⾞中の事故による脳外傷」
など複数提⽰し、知っている項⽬数を回答させ

る） 
④. ⾃由記述 
 
※使⽤するアンケートの電⼦媒体は以下のフォーム
の通り。 
（ https://docs.google.com/forms/d/1whBeSwEP-
XtemnSjwSgXokH49Nyl8otJDCMUpmNFm3I/edit ） 
 
４．今後の展望 
 ⼦どもは発達期に障害を負うことで、発達課題を
乗り越えることがより⼀層難しくなることが予想さ
れる。そうなると不適応に陥り、⾃⼰肯定感の育成
がより困難になる可能性がある。そのためにも、教
員を含め周囲の者は障害について理解した上で、⽀
援することが必要である。そこで、教員が ASD，
LD, ADHD といった発達障害の症状だけでなく、
⾼次脳機能障害の症状を把握することで、より迅速
な医療機関や⽀援団体への斡旋、対策に繋げること
が出来るだろう。 
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